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マルチメディアを利用した教育については従来

から多くの試みが行われてきた ．本校におい

てもマルチメディアを利用した授業を行うための

設備が徐々に整備されてきており，パーソナルコ

ンピュータやプロジェクターが設置された教室も

増えてきている．しかし，数学教育において効果

的な授業を進めるためには従来のようなマルチメ

ディアの利用方法では不十分である．

数学教育において効果を上げるためには，教員

が教材を提示するだけではだめで，学生各自に自

分の頭で考えさせて計算させる必要がある．この

点においては，従来のマルチメディア授業では満

足する効果を上げているとはいいがたい．

多くのマルチメディア授業においては，プロジェ

クターでプレゼンテーションをしたりパソコンを

活用してグラフを描かせることに主眼が置かれて

おり，学生に自分で計算させたりすることまでは

手が回らないようである．

このことは従来からマルチメディア教育はプレ

ゼンテーション中心に考えられてきたためと思わ

れるが，そのために，教室がマルチメディアを前

一般教科

提に設計されていてもその構造にきわめて重大な

制約を受けることになってしまう．具体的には，プ

ロジェクターを使う際には黒板やホワイトボード

が使えないことが多い．

しかし，数学においては，たとえばプロジェク

ターでグラフを投影して，そのイメージから受け

る図形的直感を元に計算を行うなどの利用が効果

を上げると考えられる．

本論文では，マルチメディア教材と黒板やホワ

イトボードの両方を活用する試みについて述べる．

　マルチメディア授業の試み

マルチメディアを利用した教育は本校において

も様々な試みが行われてきた．そのための教室整

備も進んでいるが，マルチメディアを視野に入れ

た教室は，情報処理センター演習室，視聴覚教室，

マルチメディア教室など，どの教室もスクリーン

が黒板（あるいはホワイトボード）を覆いつくし

てしまうように設置されている．

設計の段階ではスクリーンと黒板などが両立で

きるようになっていても，実際に改装されてみる

とスクリーンは黒板などを覆うようになっている．
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このようになってしまう理由は，マルチメディ

ア＝「パワーポイント」という図式が一般的に存

在するためと思われる．

だが，この図式は少なくとも数学においては成

り立たない．

従来の方法では，学生は画面を眺めるだけであ

り，自分で手を動かして考えることができないか

らである．数学では「計算」・「イメージ」・「論理」

の力をバランスよくつける必要があるが，そのた

めにマルチメディアは強力な武器になる．たとえ

ば，曲面のグラフを数式処理ソフトで描いてそれ

をプロジェクターでスクリーンに投影して図形的

直観力を利用して計算に役立てることなどが考え

られる．ただし，それには単に画面を映すだけで

はなく，自分で計算したり考えたりすることので

きる環境（つまり，黒板やノート）が必要である．

この点においては，通常の授業を行う教室にも

ＯＨＰ用のスクリーンが教室の隅に設置されてい

て黒板は自由に使える状態ではあるのだが，プロ

ジェクターは天井に設置されてはいないので，授

業のたびにプロジェクターを持ってゆく必要があ

る．さらに，プロジェクター設置場所は学生の机

の上になってしまうので，使い方に大きな制約が

できてしまう．

ところが，最近この状況が一変した．第２講義

棟には大人数の講義用に第２講義室が作られてお

り，また少し規模の小さい第４講義室もある．こ

の第２・第４講義室に講義録画システムが設置さ

れることになり，それに伴って大型ディスプレイ

が４台も設置されたのである．

これらをプロジェクターの代わりに利用すれば

黒板も併用した授業が展開できることになる．し

かし，これらの教室の設備は講義録画用に設置さ

れていて，我々の目的に使うにはソフト・ハード

の両面で機材をそろえないと満足に使用すること

ができない．

そこでノートパソコン２台を用意し，それぞれ

に数式処理ソフト等を入れて曲面の視覚化を可能

にする．さらに，教卓上から大型ディスプレイに

映す画面を操作して，黒板とパソコン画面自在に

往復できるようにする．

図

そうして，ディスプレイ上では曲面のグラフな

どを，黒板では数式を計算するという使い方でマ

ルチメディアを効果的に利用することができる．

また，黒板は後ろの席では見にくい為，講義録

画システムのために設置されたカメラを利用して

画面に映すことができれば都合がよい．ただし，第

２講義室のカメラ設定用リモコンは教卓からでは

遠すぎて，到達距離を超えてしまうようであり教

卓からは反応しない．そのためリモコン等に何ら

かの改造をする必要がある．

　実践例

前節の内容を実践するために，まず 製のノー

トパソコンを２台購入した．さらに数式処理やグ

ラフ描画のためには「 」を購入する

ことを考えたが，予算の制約のために「カルキン

グ」というソフトを導入した．

著者のうち南は第２講義室において４年生の授

業を行っていたため，その中でマルチメディアの

利用を試みた．授業は試験の直前の２月に実施さ

れたが，その内容は２つの曲面の間に挟まれる部

分の体積を求めるものであり，グラフを描いて曲

面の交差の様子を見て積分領域や被積分関数を求

めることに利用するものであった．

ただし，ソフトの制約から２つの曲面を同時に

描画できず，止むを得ず２枚の曲面を別々に描い

てから（図１－３）間に挟まれた部分を描くこと

になった．

この後の２重積分の計算は黒板で行ったが，積分

領域を求める際にはグラフに戻って説明を行った．

また，著者の内の橋本は２年生の授業において，
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試験前に希望者に補習を行った．

実施に際しては第２講義室を利用し，授業時に

配布したプリントの数式を大型ディスプレイの画

面に映して全体の流れを見せた（図４－６）上で，

計算を黒板で行って解説した．

　今後の展望

今回は予算的な制約があり，ソフトに制約が生

じたため使いにくい例となってしまったが，立体

図形や行列計算にマルチメディアを利用すること

の意義が認められる．学生の反応は通常の授業よ

りも良く，できれば毎回このように教材を作成し

図
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たいところである．これは単に曲面のグラフを見

せたりするだけではなく，計算させることも併用

したからであると思われる．

今後は教材を充実させて多数の授業でマルチメ

ディアを実施することを考えたい．

なお，第２講義室のリモコン改造に関しては予

算の関係から実行できなかったので，今後の課題

としたい．　

今回の授業実施に際しては，本校校長裁量経費

より予算を頂いたことにより可能となった．校長

および関係者に感謝する次第である．

　　　　　　　　　参考文献

メディア教育開発センター，第４回　「高等

教育機関におけるマルチメディア利用実態調

査」２００２年度概要 ．

清藤晃，数学の授業における

の効果的導入Ⅱ 高専

教育．

詫間電波工業高等専門学校研究紀要 第 37 号 (2009)

31




